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令
和
三
年
一
月
臨
時
会
で

可
決
さ
れ
た
議
案

議
員　

協
力
金
は
売
上
の
補
填
と
捉
え

ら
れ
、「
一
律
支
給
で
は
不
公
平
」
と

の
声
も
聞
く
。
不
公
平
感
の
払
拭
に
向

け
た
県
独
自
の
施
策
検
討
も
必
要
で
あ

る
。
時
短
要
請
と
協
力
金
の
円
滑
な
執

行
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
所
感
は
。

知
事　

国
は
制
度
上
、
業
種
や
経
営
状

況
に
応
じ
て
支
給
に
差
を
つ
け
る
こ
と

を
認
め
て
い
な
い
。
一
日
も
早
く
事
業

者
に
協
力
金
を
届
け
る
の
が
重
要
。
申

請
書
類
の
簡
素
化
、
電
子
申
請
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
※
活
用
な
ど
事
務
の
加
速
化
を
図
る

ほ
か
、
資
金
繰
り
支
援
、
雇
用
確
保
、

新
ビ
ジ
ネ
ス
転
換
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

議
員　

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て「
や
っ

て
よ
い
こ
と
、
だ
め
な
こ
と
」
を
明
確

に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、「
正

し
く
恐
れ
る
」
こ
と
を
県
民
に
強
く
啓

発
す
る
こ
と
が
、
感
染
症
対
策
と
経
済

活
動
の
両
立
に
効
果
的
で
あ
る
。
わ
か

り
や
す
く
効
果
的
に
事
業
者
・
県
民
に

周
知
徹
底
す
べ
き
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

知
事　

特
に
気
を
付
け
て
欲
し
い
場
面

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

「
マ
ス
ク
な
し
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。」

と
県
民
に
呼
び
掛
け
て
き
た
。
県
民
の

一
人
一
人
が
自
分
事
と
し
て
行
動
変
容

に
つ
な
げ
る
た
め
、
記
者
会
見
の
開
催

な
ど
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
県
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
編
成
方
針
等
、
地
域
経
済

を
守
る
た
め
の
更
な
る
対
策
も
質
疑
）

西野　　一 議員
いばらき自民党
常陸太田市・大子町選出

一括方式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金

議
員　

雇
用
の
維
持
に
資
す
る
支
援
策
の
周
知

や
そ
の
利
用
に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
体

制
づ
く
り
が
急
務
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
で
の
支

援
を
求
め
る
が
、
取
り
組
み
は
。　

知
事　

県
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
拡
充

し
、
生
活
・
就
職
・
労
働
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
や
関
係
団

体
と
連
携
し
て
、
雇
用
維
持
の
た
め
の
支
援
策

の
周
知
に
努
め
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
就
職

面
接
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
県
内
企
業
の
採

用
活
動
を
促
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
協
力
金
の
予
算
措
置
の
考
え
方
、

事
業
継
続
へ
の
支
援
も
質
疑
）

議
員　

医
療
資
源
に
限
り
が
あ
る
中
、
感
染
爆

発
と
医
療
崩
壊
を
防
止
し
、
県
民
の
生
命
を
守

る
た
め
に
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
講
じ
る
時
期
と
考
え
る
が
、
現
状
を
ど

う
認
識
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

病
床
稼
働
率
も
悪
化
し
て
き
た
こ
と
か

ら
大
変
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
通
常
医
療
に
大
き
な
支
障
は
生
じ
て
い
な
い

が
、
引
き
続
き
医
療
現
場
の
状
況
を
適
切
に
把

握
し
て
い
く
。
検
査
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、

迅
速
か
つ
幅
広
な
検
査
の
実
施
と
病
床
の
確

保
・
拡
充
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
の
支
援
、
円
滑
な
支
援

の
実
施
も
質
疑
）

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出

一括方式

雇
用
の
維
持
と
解
雇
さ
れ
た
方
へ
の
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

対
す
る
現
状
認
識
及
び
対
応

議
員　

第
２
波
、
第
３
波
に
対
し
、
国
も
県
も

医
療
や
介
護
従
事
者
な
ど
へ
の
慰
労
金
支
給
を

検
討
し
て
い
な
い
。
二
度
目
の
慰
労
金
支
給
と

と
も
に
、
一
回
目
の
対
象
外
で
あ
っ
た
保
育
所

や
学
童
保
育
な
ど
の
職
員
、
薬
局
で
働
く
薬
剤

師
な
ど
に
も
支
給
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
は
。

知
事　

慰
労
金
は
全
国
一
律
の
制
度
で
あ
る
。

一
方
、
県
と
し
て
は
保
育
所
な
ど
の
施
設
職
員

の
役
割
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
県

や
全
国
知
事
会
に
お
い
て
国
に
対
象
拡
大
を
要

望
し
て
き
た
。
国
が
対
象
を
拡
大
し
た
慰
労
金

制
度
を
整
備
し
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
、
営
業
・
外
出
自
粛
等
の
影
響
を
受
け

る
事
業
者
へ
の
支
援
拡
充
も
質
疑
）

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

医
療
・
介
護
・
児
童
福
祉
施
設
従
事
者
等
へ
の

支
援

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た

県
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
等

　

県
議
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、

令
和
三
年
第
一
回
県
議
会
災
害
対
策
会

議
を
一
月
二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会

議
で
は
、
大

井
川
知
事
か

ら
、
本
県
に

お
け
る
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ

い
て
説
明
を

受
け
、
こ
れ

に
対
す
る
質

疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を

祈
念
し
て
、
日
本
藝
術
院
会
員
の
彫
刻
家
・
能
島
征
二
先
生

（
笠
間
市
出
身
、
水
戸
市
在
住
）よ
り
県
議
会
に
対
し
、

ブ
ロ
ン
ズ
の
女
神
像

「
爽
風（
そ
う
ふ
う
）」

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
女
神
像
は
、

県
議
会
議
事
堂
一
階

の
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ

れ
、
三
月
九
日
に
は
、

常
井
議
長
、
石
井
副

議
長
の
ほ
か
、
各
会

派
の
代
表
者
が
集
い
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

令
和
三
年
第
一
回
県
議
会
災
害

対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

日
本
藝
術
院
会
員
の
彫
刻
家
・
能
島
征
二
先
生

よ
り
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
３
波
の
深

刻
化
に
対
応
す
る
た
め
、
営
業
時
間
短
縮
要
請

に
応
じ
た
飲
食
店
に
対
す
る
協
力
金
を
予
算
計

上
し
た
、
令
和
二
年
度
一
月
補
正
予
算
案（
二
百

十
億
円
）が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
一
月
補
正
予
算
案
が

全
会
一
致
で
可
決

知
事
提
出

◆
令
和
二
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

ことば ※【RPA】…Robotic Process Automation の略語。ソフトウェアロボットの活用により、業務の効率化を目的として、定型的な事務作業を自動化すること。

能島征二先生ご夫妻とブロンズ像を挟んで、右手に常井議長、
左手に石井副議長。常井議長から右に、いばらき自民党の白田会長、
県民フォーラムの齋藤代表、公明党の高崎代表、日本共産党の山中議員団長

議員からの質疑に答える大井川知事

西に
し
の野　
　
　

一は
じ
め

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤　
　

英ひ
で
あ
き彰

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

高た
か
さ
き崎　
　
　

進
す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

（
日
本
共
産
党
）

●
質
疑
者

令和３年１月臨時会　代表質疑（要旨）新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算などについて審議

令
和
三
年
一
月
臨
時
会

日
程
お
よ
び
概
要

日
程

令
和
３
年
１
月
22
日（
金
）

　

・
開
会

　

・
知
事
提
出
議
案
説
明

　

・
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

　

・
常
任
委
員
会

　

・
委
員
長
報
告

　

・
採
決

　

・
閉
会

概
要

　

令
和
三
年
一
月
臨
時
会
は
、
一
月

二
十
二
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
営

業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金
に
関
す
る
、

令
和
二
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正

予
算
案
一
件
お
よ
び
専
決
処
分
の
報

告
一
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
各
会

派
か
ら
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
代

表
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
本

会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
こ
れ
ら
二

件
の
議
案
は
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

議場での質疑の様子は、こちらから
録画映像でご覧になれます。


